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視点の揺らぎ―F・スコット・フィッツジェラルド『最後の大君』論 
                             薬学部第 2英語研究室 大野 真  
      
 『最後の大君 The Last Tycoon』（1941年）は、アメリカの作家 F・スコット・フィッツジェラ





















さ I’m the unity」とスターは言い切るのである（58）。 























































君 the last tycoon」と言うべき人物になっている。スターは偉大なものを求めたハリウッドの英
雄であったが、時代とのズレや矛盾をはらんで破滅した「最後の大君」なのだ注２。 
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き妻ミナ、新しい恋人キャスリーン、語り手シシリア）とスターの仕事場であるハリウッドの世界
との距離（関わり方の濃淡）を検討してみることが重要だ。 





























































明確に区切られるのではなく、1 人称と 3 人称との間を揺らぎながら移行することである。作者も
書簡の中で述べているように、スターとキャスリーンとの恋愛は、「シシリアの目に映ったかのごと
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